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※the United States Novel Space Activities Authorization and Supervision Framework(12/20 ホワイトハウス発表)
  【概要】現在認可されていない商業宇宙活動の監督について、商務省と運輸省の間で責任を分担するもの。
 また、商業宇宙活動に関するベストプラクティスと基準を開発するために、この2つの省庁が共同議長を務め、NASAを含む他のいくつかの省庁も参加す
 る「民間宇宙活動省庁間運営グループ」を設立する。

〇 2023年12月20日(米国時間)、米ワシントンD.Cにてバイデン-ハリス政権における3回目の国家宇宙会議(NSpC)が開催され、
気候変動への対応、平和的かつ責任ある宇宙利用のためのルール及び規範の構築、有人宇宙探査についての状況報告及び議論を
実施。

〇 冒頭のハリス副大統領の演説の中で、アルテミス計画は、非常に野心的な有人宇宙探査計画であり、同盟国や国際パートナーと
の協力が重要であること、既にゲートウェイの建設等においては、欧州や日本を始めとする様々なパートナーと協力をしていることに言及。
米国は2020年代に米国宇宙飛行士と国際パートナーの宇宙飛行士を共に月面に着陸させる目標を発表。

〇 このほか、衛星を破壊するためのミサイル発射実験の禁止やアルテミス合意、大気汚染観測に関する衛星開発などに言及。最後に、
商業宇宙活動に対する認可と監督に関する枠組みを発表(※)。

©NASA

©NASA

４．第3回米国国家宇宙会議（NSpC）結果概要

第3回国家宇宙会議の様子

©NASA
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５．アルテミス計画の状況（UAE宇宙機関によるゲートウェイへのエアロック提供）
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⚫ 2024年1月7日(米国時間)、NASAとUAEドバイ政府宇宙機関であるMohammed bin Rashid Space 
Centre (MBRSC, ムハンマド・ビン・ラシード宇宙センター) は、MBRSCが月周回有人拠点（ゲートウェイ）に、
エアロックを提供することを発表。ポイントは以下のとおり。
➢ NASAとMBRSCの間で結ばれる実施取決めの下、MBRSCは、クルーおよび科学向けのエアロックとゲートウェ

イへ飛行する宇宙飛行士を提供する。
➢ MBRSCはエアロックの運用に加えて、ゲートウェイの存続期間にわたるエンジニアリングサポートも提供する。
➢ エアロックにより、クルーや科学機器が、ゲートウェイの船内と船外を行き来することが可能となり、ゲートウェイの

メンテナンスや、深宇宙環境における広範な科学ミッションをサポートできるようになる。

© NASA

Gatewayの統合コンフィグレーション図（点線枠がMSRSCが提供するエアロックのイメージ）

©NASA



５．アルテミス計画の状況（アルテミスⅡ、Ⅲの打上げスケジュール変更）
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⚫ 2024年1月9日(米国時間)、NASAはアルテミス計画の最新スケジュールを発表。ポイントは以下のとおり。

➢ アルテミスⅡ：2024年11月に予定されていた有人月周回軌道投入・地球帰還を2025年9月に変更。
➢ アルテミスⅢ：2025年12月に予定されていた有人月面着陸を2026年9月に変更。

【打上げ延期となった主な要因】
• アルテミスIで帰還したOrion宇宙船カプセルの熱シールドについて、想定以上にシールドが剝離していた

ことの原因究明を実施するため。
• Orion宇宙船カプセルにおいて、生命維持システムに関するバルブを制御する電子機器に欠陥が見つか

り、機器の交換・追加試験に時間を要するため。
• 打上げロケットからの緊急離脱システムが作動した際に、バッテリーに負荷される荷重について対処を要す

るため。

アルテミスIで帰還したOrion宇宙船カプセル 地上テストに臨むアルテミスⅡ搭乗予定クルー

©NASA

©NASA ©NASA



(参考)変更前のアルテミス計画スケジュール
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©NASA

出典：NASA FY2024 Budget Request

（https://www.nasa.gov/wp-content/uploads/2023/03/fiscal-year-2024-nasa-budget-summary.pdf?emrc=65b1d97ad2c3d）

https://www.nasa.gov/wp-content/uploads/2023/03/fiscal-year-2024-nasa-budget-summary.pdf?emrc=65b1d97ad2c3d


６．SLIMの月面着陸について
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（参考）月探査をめぐる各国の動向

アルテミス計画

かぐや(周回)

~2022     2023 2024 2025 2026 2027~       

Luna 26
(周回)

日本

米国

中国

ロシア

インド
他

欧州

SLIM
(着陸成功)

商業輸送契約を含む官民
パートナーシップのもと、
定期的な月面探査を推進

Argonaut
(着陸)

Luna 28
(極域着陸・SR)

Luna 27
(極域着陸)

嫦娥6
(裏側着陸・SR)

（※検討中のものを含む）

： 極域着陸ミッション

SR： サンプルリターン

LUPEX
(着陸)

[開発中]

極域探査
(着陸)

2007年打上げ
  ～2009年終了

1966年
無人機月着陸
(Surveyor 1)
1969年
有人月着陸
(Apollo 11)

1966年
無人機月着陸

HAKUTO-R M1
(着陸失敗)

(2022年打上げ)

民間

ArtemisⅠ
(無人・周回)

ArtemisⅡ
(有人・周回)

嫦娥7
(極域着陸)

嫦娥8
(極域着陸?)

Lunar Pathfinder 
(周回)

民間

民間

Peregrine
(着陸せず)

PPE+HALO

Luna 25
(着陸失敗)

中型ランダ
(着陸・SR)

ArtemisⅢ
(有人・着陸)

Blue Ghost2
(着陸)

民間

Chandrayaan-3
(着陸成功)

Nova-C
(IM-3)
(着陸)

民間

Blue Ghost
(着陸)

民間

Griffin
（着陸）

民間

Nova-C
(IM-2)
(着陸)

民間

Nova-C
(IM-1)
(着陸)

民間

SERIES-2
(着陸)

民間

Gateway

I-HAB

ArtemisⅣ
(有人・着陸)

2013年
無人機月着陸(嫦娥3号)
2019年
無人機裏側着陸(嫦娥4号)

(CLPS 商業月輸送サービス)

嫦娥5
(SR)

Chandrayaan-2
(周回(着陸は失敗))

2019年打上げ

Beresheet
(着陸失敗)

民間

2019年打上げ

KPLO(周回)
2022年打上げ
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７．油井宇宙飛行士及び大西宇宙飛行士のISS長期滞在決定

油井宇宙飛行士及び大西宇宙飛行士はISS長期滞在クルーとして指名され、「きぼう」を含むISS各施設の
維持・保全、利用ミッション(科学実験等)を実施する予定。

■油井亀美也宇宙飛行士
・搭乗時期：2025年頃
・搭乗回数：2回目（前回は2015年7月から12月まで）

■大西卓哉宇宙飛行士（2023年11月14日発表）
・搭乗時期：2025年頃
・搭乗回数：2回目（前回は2016年7月から10月まで）

1992年
2011年
2015年

2023年

防衛庁（現 防衛省）航空自衛隊入隊。
大西卓哉、金井宣茂の両候補者とともにISS搭乗宇宙飛行士として認定される。
ソユーズ宇宙船に搭乗し、フライトエンジニアとしてISSに約142日間滞在。滞在中は、日本人初の「こうのと
り」のキャプチャを遂行。「きぼう」船内に新たな利用環境を構築するとともに、21に及ぶJAXAの利用実験活
動を実施。
JAXA宇宙飛行士運用技術ユニット 技術領域主幹

1998年
2011年
2016年

2020年

全日本空輸株式会社入社
油井亀美也、金井宣茂の両候補者とともにISS搭乗宇宙飛行士として認定される。
ソユーズ宇宙船に搭乗し、フライトエンジニアとしてISSに約113日間滞在。滞在中は、日本人初のシグナス
補給船のキャプチャを遂行。「きぼう」船内に新たな利用環境を構築するとともに、JAXAの利用実験活動を
実施。
JAXAフライトディレクタとして認定。「きぼう」日本実験棟運用管制業務に従事 32
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８．米国の商業ステーション関連の動向

○ 2020年1月、NASAは商用モジュールを構築するプログラムに米アクシオム・スペース社を選出。

○ 2021年7月、NASAは商用宇宙ステーションの開発に係るCommercial Low Earth Orbit Destinations (CLD)プログラ
ムに関する提案を募集。2021年12月、プログラムにおいて、米企業3社と商用宇宙ステーションの設計に関する契約を締結。

“Starlab”   

米ブルー・オリジン社

シエラ・スペース社等と共同で、
商用宇宙ステーション「Orbital 
Reef」を建設する。2027年に
Orbital Reefの運用開始を目
指す。

米ナノラックス社

ボイジャー・スペース社と共同で、
商用宇宙ステーション
「Starlab」を開発する。エアバ
ス・ディフェンス・スペース社とも
提携。 2028年に打上げ予定

米ノースロップ・グラマン社

2023年10月、報道によると、
自社による商業ステーション建
設の計画を中止し、今後、ボイ
ジャー・スペース社の「star 
lab」の開発に協力するとのこと。

©Orbital Reef

©Nanoracks/Lockheed Martin/Voyager Space ©Northrop Grumman

“Axiom Station”   

米アクシオム・スペース社

最初の商用モジュールは、2026年に
ISSに取り付けられる形で打上げ予定
(図1)。
将来的には、ISSから分離して、商用
宇宙ステーションを形成予定(図2)。

図2

©Axiom Space
図1

NASAは、米国商業宇宙ステーショ
ンからLEO利用サービスを調達予定。
調達先を2025年から2026年にか
けて1，2社選定

2024年1月、NASAはノースロップ・グラマン社が撤退した資金の再配分
のために、2社に契約変更(新たな業務追加)と追加資金の提供を発表。

“Orbital Reef” 
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